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《特別 講演》

女性 の 病 の 社会史

コ ス モ 女性 ク リニ ッ ク 野末悦子

　 （1） は じめに

　今 日は 日本 医学史学会にお招 きを頂き 、 講 演を させ て頂 くこ とを心 か ら感謝 申 し上 げた

い と思 い ます 。 会長 の 杉 田先生か ら、 お 話が ご ざい ま した 時 、 歴 史 の 知識 の 乏 しい 私 に は

とて も無理 で す と 申 し上 げた の で すが 、 杉 田先生の お言葉 に 背 く わ け に もい か ず 、 お 引 き

受 け して し まい ま した 。

　そ の 後 、 杉 田先 生 か らは 立 派な 、
ご本 をお貸 し下 され 、 それ が 、 こ の 富士 川 游著 「日本

医学史」 （1）で す 。
こ の 他 に 文 献 と しま して は 、 夫の 父 （矢数道 明） の 所蔵す る本 （2）（4）

と 、 私 の 家に あ っ た 本 （3）（5）（6）な どを参考に しま して 、 にわか 勉 強を させ て 頂 く こ とに

な りま した 。

　その 結果 、 ど うも 、 どの 本 を読 んで も、出典は ほ とん ど同 じ もの ら し く 、 同 じよ うなこ

とが書か れ て い る こ とに 気 がつ きま した。 また 、太古 よ り 、 朝廷や 大 臣 の よ うな高貴な方

々 の 歴史 は残 っ て い る もの の 、そ の 当時 の 庶 民が どん な だ っ たの だ ろ うか とい うの は 、 大

分後世に な らない とわ か らな い とい うこ とがわか りま した 。 で も 、 せ っ か くの 機 会 を頂 き、

滅多に読む こ との ない 本 を読む とい う貴重な体験 を させ て 頂 い たの で すか ら、少 し 、 これ

らの 本 に 書か れ て あ っ た こ とを 中心 にお 話 を させ て 頂 きま す 。

　 （2）神 代

　文字の なか っ た 時代の こ とは、 当然の こ となが ら記 録 が ない の で 、 不 明 とな っ て い るの

は 止 む を得な い の で す が 、
「古事記 」 や 「日本書紀」 に よれ ば 、 イザナ ギ 、 イ ザ ナ ミの 命

の ま ぐわ い か ら 日本 の 国が 誕 生 し 、 これ は 生殖 を意味す るの で 、 最古の 医療は産婦 人科と

い うこ とに な るの で し ょ うか 。

コ ノ ハ ナサ ク ヤ姫が 諸 々 の 神 を作 られ た後 、 最後 に火 の 神

を生 ん で 火 に 焼かれ て 死 ん だ とあ る が 、 これ は産 褥熱 で は なか っ たか とい う説 もあるそ う

で す 。 また 、 こ の お 産 の 時 には産室 を作 っ た と され 、最 後 の 彦火 々 出見命 （ヒ ホ ホ デ ミノ

ミ コ ト）が 後 に 皇位を 継承 して い るの で 、後 に誕 生 した もの を長 とす る とい う考 え方 （双

生児の 場合） と通ず るの で はない か とい う説 もある との こ と 、ま た 、 豊 玉 姫 の 産 室 を海浜

に作 っ た故 事にな らっ て い る地方 もあ り 、 産 室 で産 後 の 褥婦 を暖め る た め に 火 をた く風 習

も琉球や徳 の 島 に残 っ て い る由。

　臍 帯切 断 に は 竹刀 を用 い た 。
こ れ は 今 も宮 中や 宮家に 儀式 と して 残 っ て い る との こ と 。

豊玉 姫の 時 代 に 、す で に 乳母 の 風習が あ り、乳母 （チ オモ ）湯母 （ユ オ モ ）飯嚼 （イ イ カ

ミ）湯坐 （ユ エ ヒ ト） が い た そ うで す 。

　 （3 ）奈良朝前 （BC97 〜 AD710 ）

　701 年文武 天 皇 の 時代 ：大 宝律令 の 医疾令第 16条で 女医養成 が 記 され 、 これ で 、 産 婆 、

看護 婦 を養成 した ら しい が 、後 に こ れ は 廃止 された模 様 。 お 産 と 白粉の 製法 を行 っ た 。 神
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宮皇后 の 鎮懐石 が 後の 岩 田 帯 の 始 ま りとする 説 もあ っ た 。

　 お 産 の 姿勢に は 坐産 と臥産 があるが 、 豊玉 姫は臥産、 景行天 皇の 皇后 と神 宮皇后 は 坐産

の よ うだ 。 臼に よ りか か っ て お産 を した、樹 木 に 手 をか け て お産 を した とあ る 。 ア イ ヌ に

臼に よ りか か っ て お産 をす る風 習が残 っ て い る とい う。 こ の こ ろ 、 多産 が 奨励 され て い る。

賜 りもの と して 、 綿 、 布 、 稲 、 乳母 、 な ど の 記録が 天 武天 皇 の 673 年 にあ る。

　 卜、 占が 盛 ん で 、 お 産の 際 に産綱に干 物 の 鮎 をつ けた 。 こ れ も玉 島村 に 残 る風 習 。 祇園

祭 りの 出 山の く じ番 で 出産 の 難 易 を 占 うこ とも この 頃の 名残 とか 。

　 （4 ）奈良朝 （710 〜 784）

　722 年 に 女医博 士 が 制 定 され て い るが 、そ の 内容 につ い て は不 明 。 仏教伝来以 降 、 女人

の
一

切 を罪悪視す るよ うに な っ て 、 婦人 の 出産 、 月 の もの を不 浄視す る よ うに な っ た 。 別

室 にす る、神仏参拝は だ め で 、 また竈や井 戸 に近寄 らせ ない
。

こ れ は江戸ま で 伝え られ て

い る 。 とあ る が
、 昭和の 時代 に もあ っ た 。

　 （5 ）平安朝 （784 〜 1186）

　仏教の 支配 した時代 で 、 加持 ・祈祷 ・僧 医 。 最古の 医書 「医 心 方」 30 巻 が 984 年 に出

され て い るが 、 こ れ は 、 唐 の 「産経 」 「千金方」 よ りの 摘録 で あ る。 妊 娠 中 の 過 ご し方 の

中で 、
六 ヶ 月 に は野外 に 出 て 、 走犬 や走馬 を見た り 、 鳥や獣の 肉を食すべ し と肉食 を進め

て い る 。 しか し、塩分 の 取 りす ぎはい ま しめ てお り、妊娠 中毒症 の 予防 と通 ず る もの があ

る 。 産 所の 建 設 とそ の 向きに つ い て の 記載 もあ る 。 安産の ま じない に 「夫外 よ り水 を 口 に

含ん で 婦 の 口 中に 口移 しす る こ と 27 度 に及 べ ばた ち どこ ろに 児生 ま る 」 とあ り、 ラマ
ー

ズ の よ うだ 。

　胎盤 を埋 め る吉 日吉方 を陰陽師 に 聞 く。 臍帯の 切断は 銅刀 を用い
、 長 く （67 寸 〜 56寸 ）

沐浴 は 当 日は 清拭の み 、 2 日 3 日に行 っ た 。 子供が弱 い 時に は臍帯切 断 を行 わず 、 浴 湯に

入れ 、 後 に 切 断、薬液湯 を用 い た 。

　腹帯 、 昔 は衣 の 外 、 今は 内 、 （1264）時期 は 五 ヶ 月 、 そ の 後鎌倉で は 6 〜 7 月 。

　産所 。 陰陽 師に よ り選 定 、 里方 または別 の 家
一村共 同 の 産屋 （福 井 、 香川 ）母 子保健セ

ン タ
ー

の は し り。

　分娩 を 介助す る助産 婦の 始祖 は 1077 年皇后の 出産の 記録 に よれ ば、腰 抱 （側仕 えの 老

女 また は格 式 の あ る経 験豊か な女房 ） 支那 か らの 伝 来語 。 後に 江戸時代 に は 取上 翁が 出現

し職業化 。 腰 抱→ 取 上 婆→ 産婆 。

　臍帯切断は 、 継 ぐとされ 、 小 刀 、 咬断 、 焼断。

　沐浴 は翌 日また は翌 々 日に産湯の 儀。

　血忌触 穢は 上 古に は な し 、 奈良、 平安朝で 仏教の 力が 強 くなるに つ れ て 月経 中や 妊娠 中

の 女性 は 別扱 い 、 家族 と火 を分 か っ 。

　 （5 ）鎌 倉時代 （1186 〜 1334）

　 医学書で は 1303年 に 「頓 医抄」、 1315 年 に 「覆載万 安方」 が 出 され た 。
「万安方」 の 62

巻の 中 、 3且 〜 38 が 婦人 門 、 婦人 の 諸病、妊娠の 生 理 、妊娠 と陰陽道 、妊娠 中の 疾 病 、 そ

の 治方 、 産 室 の 準備 、 臨 月 予備 の 薬 品 、 催 生 の 霊符 、 異 常妊娠、 産後の 疾病 、治方。39

巻 は小 児編で 、 断 臍 、 臍帯の 保護 、 剃髪、 乳母 の 選 定。 宋 の 「婦人 大全 良方 」 （1237年）
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が僧 に よ り持 ち帰 られ た の に なら っ た と思われ る 。

　沐浴 に は 薬品 、 香木 、 珠 玉 を入 れ た 。 妊娠 した 児 を男児に する 「変性 男子 の 法」 が 祈祷

に よ り試み られ た 。

　産後 の 摂食 。 古来産後 7 日間は 安眠 させず 、座 らせ て い た が 、性 全 は こ れ を大害 と 。 禁

食に は 多 くの 果 物 や魚類 が 、ま た 好物に も果物 、 野 菜 、魚 、鳥や 獣 の 肉が 上 げ られ て い る 。

身体を冷や す もの が 禁 食の 方 に多い よ うだ 。

　胎教 と して 、 禁食が い ろい ろ紹 介 され て い る 。 兎の 肉を食す と 、 欠唇 、 羊 の 肝 を食 べ る

と子 に 厄 が多い
、 ろばの 肉を食べ る と延 月難産 に な る な ど。

　 「産所 は 移転」 「腹帯の 儀」 は五 ヶ 月 に は 限 ら ない
。 ま た 、

「戌 」 の 日に も定 め ず 、「酉 」

「子 」 の 日が 多か っ た 。 1230 年 、 北条泰時 の 頃 か ら 「戌」 の 日 と され た 。 臨産 時 に は 「鳴

弦 ・墓 目」 弓 を用 意 （武家）

　 （6 ）室 町 時代 （1334 〜 1568）

　中国 （明） に留学 した もの 多 く 、 竹 田 昌慶 、 坂浄運 、 田代三 喜 、 和気 明親 、 吉 田宗桂、

金 弘重弘 ら。 医 書 と して は 「福 田方」 （1362）有隣 （僧 ）に よる 12 巻が あ るが 、 新 しい

内容 は ない 。 初の 産婦人 科医 ：安芸 守定、 1358 年 に足 利義光の 誕 生の 際の 侍医 と して 仕

え 、 後 、 宮中 に も。 医書 「撰聚婦人方」 3 巻 ：南条宗鑑 に よ る処方録 。 上 巻 、 月経 、 妊娠

婦人 諸病編 。 中巻 、 妊 娠 中傷碍 、 45編 。 下巻、臨産及 産後諸症66編 。 本 書 が最 古 と され て

い る が 、金 沢文 庫所蔵 の 鎌倉末期 「産生 類聚 抄」 2 巻の 方が こ れ よ り以前の もの か も しれ

ない 。

　 （7 ）織 田 ・豊臣時代 （1568〜 1615）

　室 町末期 に 田 代三 喜が 明 よ り李朱医学 を もた ら し、 曲瀬 道三 が こ の 説 に 従い
、 1571年 に

「啓迪集」 8 巻 を著す 。
こ の 第 7 巻が 婦人 門で 、胎前 、 産 後の 2編 、 助産 につ い て ふ れ て

い るが 、 特色 は ない
。 産科専門医書 と して は 「中条流産科全書」 1668年村 山林益出版 。 膣

内 に薬 品挿入 、 膣座薬 、 タ ン ポン の 始ま り。 堕胎 と間違 われ た もよ う。

　 （8 ）徳川 時代 （1615〜 1868）

前期 ：

　香月牛 山 「婦 人寿 草」 （儒医）上 中下 6 巻 、取 上婆 の は じま り 、 職業化 。

中期 ：

　古医方 が 再 び 力 を取 り戻す 。

　賀川 子 玄 「産論」 鉄鉤 の 発 明 。 胎位 に つ い て の 正 論。 腹 帯 無効 有害説 。 産後 7 日間の 跪

坐に反 対 。 娩 出術 の 発 明 、 回 生術 、穿顱術 。 こ れ らは
一

子 相伝 で 、秘伝 と され た 。

　職 業産婆 が認 め られ た の は 、徳 川 前期 で あ る が 、 産 婆の 語源 は 支那 。
1765年 賀川 玄悦の

「産論 」 に記 載あ り。

　腹帯論 ；有害 ・無害両説あ り。 折衷論 、 改良論 あ り。

　当時 の 産科書 も多 く 、
「無難産安生論」 や 「産論」 「産論翼」 「産育編」 な ど。

後期 ：

　古医方 が盛 ん に な り、後世派 は不 振 。 オ ラ ン ダ医学 の 輸入 。 1825年 シ
ーボル トが長崎に

来住 。 産科 は賀川 家 及 びそ の 弟子 た ちに よ っ て い よい よ盛 ん 。
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　賀川 満定に 女 医博士 の 辞 令 。 鉄 鉤 を改良 。 賀川 蘭斎 、 人 工 流産の 記 載。
「産科秘要奥術

弁 」 （産 科免許 秘録） 「堕胎 の 術」 （牛膝 （ゴ シ ツ ）イ ノ コ ヅチ の 根 ）を 用 い る （ラ ミナ リ

ア あ る い はブ ジ ー と似 る）。

　片倉元 周 「産科発 蒙」 オ ラ ン ダ医学導 入 。 黴毒 、．ライ も治療 。

　 奥劣斎、 多 くの 著書あ り。 名文 「母 子 両全 の 術」 「発啼 術 」

　 蛭 田克 明 、名 医 な る も著書 な く 、 口伝 の み 。

　 立野 竜貞 、 産科機械考案 し 、 子 宮 口 切 開 「割宮術 」 「産 科新論」 3 巻、 1819。

　 水原 三 折 、 探頷 器 1835年考案 。 オ ラ ン ダ、 ウィ ン ケル 産 科 全 書 に紹 介 され る 。
「産 育全

書」 ll巻 、 破膜器 、 カ テ ーテ ル な ど発 明 。

　難波本 立 、
「胎産 新書」 1844年 。

　平野 重誠 、 「坐婆 必研 」 「と りあ げ婆心得草」 2 冊 1830年 。 始 めて の 助産 婦の 本 。

　賀川 南竜 、 「南陽館
一

家言」 解剖図 。

　伊古 田純道 、 帝王 切 開元祖 、 1852年。

　足 立無涯 、 オ ラン ダ流産科 開業の 祖 。

　高井伴寛 、
「淫事養生 戒」 1815年 。 妊娠中。

　羽佐 間宗玄、 「老婆心 書」 腹帯 強 くは 禁 。

　松 本 義篤 、
「養生 訓付録」 貝原 益軒に 追加 。

　花岡 省洲 「産科 銷 言」。

　美馬順三 、 賀川子 玄 「産論」 をオ ラン ダ訳 し、 ドイ ツ 産 科 雑誌 に紹介 （シ ー ボル ト）。

　神 田実甫 、 「蘭学実験」 1846年 、 外 妊 の 記載 。

　稲葉蚕水 、
「復古明試 録」 1803年 、妊娠 と脚気。

　 （9 ）む すび

　以 上 、駆 け足 で 、神 代か ら徳川 時代 まで の 主 と して産科の 記 述 につ い て 触れ て きたが、

「女性 の 病 の 社会 史」 とい う頂い た テ ー
マ か らは 大分離れ た もの に な っ て しま っ た の で は

ない か と思 う。 女性 は 生 む性 に 違い ない が
、 女性 の 病は 産科 だ けに は と どま らな い はずで

あ るか ら 、 もっ と広 い 視野に 立 っ た ア プ ロ
ー

チ が あるはずなの だが 、 今回得 られ た 資料 か

らは 残念なが ら、 それ は 叶え られ なか っ た。 近代 に な っ て 、 女性 が 社会 に進出 して か らの

病に は 、結核が あ り、 また 、 そ れ以 前か ら梅毒そ の 他の 性感染症な ど、女性 史 の 立場 か ら

も研 究 され て よ い テ ー マ で あ ろ う。
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